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　老年期痴呆における大脳白質病変の病態につい
て，M　RI拡散強調画像（DWI）から組織内水分子
の拡散の測定を通して検討した。対象は，T2強調
画像から側脳室周囲に高信号域病変（PVH）を認
めるビンスワンガー病（BD）10例，アルツハイ
マー病8例，およびPVHを認めない健常老年者（C）
8例である。MRIはM　agie×150HP（1．5T）装置
でDWIはLe　Bihanらの方法に準拠した。側脳室体
部レベルの前方白質と後方白質で傾斜磁場を左右
方向に印加した場合の拡散係数ADC（L・R）と前後
方向に印加した場合の拡散係数ADC（A・P）を計測
し，さらにani　sotr　opi　c　r　ati　o（A・R）＝ADC（L・
R）×100／ADC（A・P）（％）を求め拡散異方性の評
価とした。BD群，　AD群の前方白質，後方白質にお
けるPVH領域のADC値はC群に比し有意に高値となっ
たが，BD群とM群の間には，相違を認めなかった。
ARについてもC群に比し，　B　D群，　AD群で有意に高
値となったが，さらに前方白質ではBD群がAD群に
比較し，後方白質ではAD群がBD群に比較し，それ
ぞれ有意に高値となった。改訂長谷川式スコアと
ADC値との関連については，　BD群の前方白質で有
意な負の相関係数が得られたが，AD群については
関連を認めなかった。以上より，BDやADの大脳深
部白質では髄鞘や神経線維の脱落を含む組織崩壊
が生じ，特にBDでは，前方白質で，　ADでは後方白
質でこれらの変化がより大きいと考えられた。こ
のことは両者の白質病変の病態の局所的な相違を
示唆するともに，鑑別診断の一助にもなり得ると
考えられた。また，BDでは前方白質における組織
崩壊の程度と知的機能障害との関連が示唆され，
両疾患における白質病変の臨床的意義の相違が推
測された。
｛目的）今回当教室にて施行し術後5年以上経過し
たセメントレスTHA大腿骨側のインプラント骨
界面のX線変化に検討を加えたので報告する。
（対象及び方法）1985年4月から1992年3月まで
に施行したセメントレスstemのTHAは61例65
股である。使用機種はバイ至心ット社製で1988
年6月まではカラー付き1／2ポーラスのPSN一　　
28（以下P群〕20例22股、以後はカラーなし1！4
ボーラスのBI－METRICstem（以下B群）41例
43股である。X線変化としてstem周囲の透亮
像、硬化像、骨皮質の肥厚、calcarの変化等に
ついて検討し、Enghらのscoreも用いstem
先端の髄腔占拠率、thigh　pain等臨床症状と
の関連につき検討を行った。
（結果）P群ではポーラス部の骨年々像を3股13．6
％、非ポーラス部で11股50％に認め、一方B群
ではポーラス部の透亮像は1股2．3％で、非ボー
ラス部では4股9．3％に認めた。骨皮質の肥厚は、
P群に12股54．5％、B群に6股14％に出現した。
5mm以上のstem　sin　kin　g例はP群で2股9．1
％、B群で2股4．7％に認めたが、いずれも髄腔
占拠率70％未満の症例であった。Enghの
scoreで0点以下の不良例は5股あり、いずれも
髄腔占拠率70％未満でうち4股がP群であった。
術後thigh　painは21股に認めたが、いずれも
1年以内で改善しており、stem周囲の骨変化と
明らかな相関は認めなかった。
（考察）stem側の問題でre　visio　nに至った例は
なく、臨床的にも安定した成績である。しかしp
群では、骨髄腔とstemサイズとの不適合や内反
位挿入例が認められ、今後注意深い経過観察を
要す。一方B群では、透亮像も少なく良好な
proximal　fittingが得られていると推察され、
長期的に安定したセメントレスstemとして期待
される。
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